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・佐賀大学教育学部の代用附属校として、教育実習生を受け入れ、次世代の教育を担う人材の養成に関
わると共に、本校の校内研究に大学からの指導・助言をいただき、日々の授業実践を行う。
・城西中学校、本庄小学校と情報交換、授業参観等を通して、小中一貫性のある指導を行う。
・町内２園（信光幼稚園、城西こども園）との定期的な園児との交流で、小学校生活への期待を高めていく。
・計画的な連携会議や情報交換を適宜行い、幼稚園・こども園から小学校へのスムーズなつながりを図る。

令和８年度　佐賀市立西与賀小学校　教育課程

「元気いっぱい、自分から学び、共に高め合う西与賀っ子」の育成

（５）佐賀大学教育学部、小中、幼保こ小での連携の取組

・個に応じた指導（個別最適化の教育）の視点を大切にし、「集団づくりと学力保障」の実践および研究に取
り組む。
・子供一人一人の教育的ニーズを把握し、その教育的ニーズに応じた適切な支援・指導をきめ細かく行う。
・特別な支援の必要な子供を中心に据えた学年・学級経営を行い、認め励まし合う支持的風土のある学級
（ユニバーサルデザイン化された学級）づくりを行う。
・個別の指導・支援の最適化を目指し、家庭・関係機関（医療、福祉）との連携から、特別な配慮の必要な
児童の教育支援計画を基に、全職員が共通理解の下、学校組織として特別支援教育の推進を図る。

・学校運営協議会を設置したＣＳ（コミュニティースクール）は１０年目となった。学校・家庭・地域が「自分らし
い生き方ができる子」の育成を共に目指していく。
・地域の教育力を教育課程の中に積極的に取り入れ、児童や教職員を地域行事に出して連携を取りなが
ら教育の質の向上を図る。
・地域社会が学校のよき理解者、応援団となる「西与賀ＣＳ」を教育課程の中に位置付け、「地域に根ざし、
地域と歩み、地域に信頼される学校づくり」となるようにＣＳを活用し、家庭・地域に学校の情報を発信して
いく。

１　学校教育目標

２　本年度の重点目標

３　重点取組内容

（２）生徒指導の充実

（３）特別支援教育の充実

（４）社会に開かれた教育課程の充実

・自分で・みんなで考え、「できた」「わかった」を実感できる学び、となる学習指導を行う。
・全国学力・学習状況調査の結果を踏まえ、結果分析、指導法改善の取組検討、取組の実践、取組の評価
を通して、学習面、生活面の向上を図る。（１０月に学校ホームページで公表）
・ＷＥＢＱＵ（児童の状態を多角的に知るアンケートツール）の結果分析による児童の実態把握、授業づくり
を行う。
・１人１台端末（タブレットＰＣ）利活用の充実を図り、「楽しく、分かる授業」を通した確かな学力づくりを行う。
・子供の主体性を伸ばすために「自立」「尊重（自由の相互承認）」「創造」を育んでいく。
・「読書を通し、本に親しむ子供の育成」「家読（家庭・家族での読書）の推進」を行う。

・「出番」・「役割」・「承認」をキーワードに、児童が自己決定できる環境づくりを行い、学校生活全般におい
て、自己肯定感を高め、主体性を伸ばす支援・指導を行う。
・計画的に人権集会（学級づくりや人権意識の高揚に係る取組）を実施し、人権・同和教育の充実を図る。
・「今日が楽しくて、明日が待ち遠しくなる西与賀小学校」をスローガンに、「いじめ・いのち」のアンケート、学
習を通して、自他を大切にする支援・指導を行う。
・登校しづらい児童に対し、児童の進路、社会的自立を目指して、家庭・学校・関係機関が連携協力し、組
織的支援を行う。

「社会に開かれた教育課程」を具現化し、「心育て」「学び」「体つくり」で育成した力を統合して、学んだことを
実生活に生かすことで目標にせまる。

（１）学習指導の充実
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令和８年度 西与賀小学校グランドデザイン 

学校教育目標 元気いっぱい、自分から学び、共に高め合う西与賀っ子の育成 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

今年度の重点：「社会に開かれた教育課程」を具現化し、 

「心育て」「学び」「体つくり」で、主体性を育むことで目標にせまる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西与賀ＣＳ 

コミュニティ・ 

スクール 

（自分やみんなのため）「考え、行動する」【目指す子供の姿】「笑顔」あふれる子供 

○ 明るく共生する子供(心育て)     ○ かしこく創造する子供(学び) 

○ たくましく伸長する子供(体つくり) 

 

 

連携 

熟議 

【目指す教職員の姿】 

○「愛」あふれる教職員：愛情と熱意 

○「やる気」あふれる教職員：専門性と実践力、前向き 

○「笑顔」あふれる教職員：やりがいと協働、ワークライフバランス 

○「安心・安全」を守る教職員：未然防止と危機管理 
【 地 域 の 願 い 】 

【保護者の願い】 

「心育て」重点指導項目 

居心地の良い教室 

   （挨拶・掃除・言葉遣い） 

「学び」重点指導項目 

自分で・みんなで考え、 

達成感を味わえる学びづくり 

「体つくり」重点指導項目 

規則正しい生活習慣と運動 

 

業務効率化の推進と時間外勤務時間の削減 

時間外勤務時間 月平均 45時間以内の上限を遵守する 

○時間の確保  ○業績評価の活用（時間外削減の方策を明記） ○振り返り 即来年度の計画へ  〇ペーパーレス化 
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【目指す学校「チーム西与賀」の姿】 

○つながり 活気あふれる学校   ○共に学び合う学校    ○安心・安全な学校  


